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2010/01/18 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

1/11 
Monday 

10日に発表された中国の12月貿易統計で、資源輸入が大幅に増加したことを受け、豪州は

中国の最大の輸出相手国であることから、豪ドル/円が上昇。2008年９月下旬以来の高値

86.18円を記録した(①)。 

1/12 
Tuesday 

中国人民銀行が予想外の預金準備率引き上げを発表。金融引き締めにより中国の資源需

要が減退するとの思惑から、豪ドル/円が急落した(②)。 

1/14 
Thursday 

豪州12月雇用統計で、失業率が市場予想の5.8％を大幅に下回る5.5％、新規雇用者数は前

月比３万5200人増と、市場予想の１万人増を大幅に上回り、豪州中銀の２月利上げ観測がさ

らに強まった。これを受け豪ドル/円が急上昇した(③)。ただ、米12月小売売上高が市場予想

を大幅に下回ったことでドル/円相場主導で円高が進行し、豪ドル/円も下落した(④)。 

1/15 
Friday 

メルケル独首相辞任の噂やジャマイカが実質上の債務不履行に陥ったことが報じられ、ユー

ロ/円が夜にかけて下落するのに伴い、豪ドル/円も下落した(⑤)。 

上昇要因（豪ドル高・円安） 下落要因（豪ドル安・円高） 

豪ドル/円 1/11～15の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州の金利先高観 

・原油・金などの資源価格の上昇(豪州は資源国) 

・日本の政局の混迷 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

・豪州の金利先高観の後退 

・米豪金利差縮小観測 

・原油・金などの資源価格の下落 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 
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  今週の豪ドル/円は上値は重く、上振れリスクよりも下振れリスクに警戒を要する。今月発表された豪州の

経済指標がいずれも強い内容となったことを受け、現在3.75％の豪政策金利は年末には５％程度まで上昇

するとの公算となっており、豪金利先高観は豪ドルの強い下支え材料だ。 

  ただ、豪ドル/円の上昇が持続するためには、豪金利先高観のみならず、世界経済(主に米中経済)の回

復が続くとの見方が強まり、リスクを取ることに積極的な動きが持続する必要がある。また、豪ドル/円と連

動性の強いドル/円やユーロ/円が安定的に推移する必要もある。 

 現在の状況を鑑みると、今月発表された米国12月の雇用統計及び小売売上高がいずれも弱い内容と

なったことや、米大手企業決算が概ね弱い内容となったことで、リスク投資を一旦巻き戻す機運が強まりつ

つあり、この機運の強まりは豪ドル/円にとって逆風となりやすい。加えて、ユーロ/円が更に下値を切り下

げる展開となれば、豪ドル/円も引きずられる可能性が高いだろう。 ただ、日本の政局の混迷が円売り材料

になる可能性もあり、ドル/円の90円、ユーロ/円の130円を巡る攻防に注目したい。 

                                                                        (予想レンジ: 81.80～85.30 円) 

 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●AUD/JPY 1/15週足引値：83.83円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

豪ドル/ 円は55.52円（2009/02/02安値）から上昇しているが、高値更新がどこまで行くのか、もしくは75円を

割り込んで下落する動きとなるかが焦点となる。 

先週は高値86.18円をつけた後に下落した。取引値は20日線（82.99円、1/15）、60日線（82.24円、1/15）を上

回って推移している。 

ボリンジャーバンドは1/15現在、上限：86.94円～下限：79.05円であり、上限は上昇し、下限も上昇する中、

バンド幅は拡大している。暫くは81円～86円のレンジでのもみ合い推移となるのかもしれない。 

上値ポイントは、1/11高値の86.18円であり、下値ポイントは、上掲の20日線、60日線のある箇所となる。 

http://gaitamesk.com 
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NZD/ JPY 

1/11 
Monday 

10日に発表された中国の12月貿易統計で輸出、輸入ともに大幅増加したことで、リスクを取

ることに積極的な動きが強まり、NZドル/円が上昇。NZドル/円は68.51円まで上昇した(①)。 

1/12 
Tuesday 

中国人民銀行の預金準備率引き上げを受け、豪ドル/円が急落するのに伴い、NZドル/円も

下落した(②)。 

1/14 
Thursday 

豪雇用統計発表を受けて豪ドル/円が上昇するのに伴い、NZドル/円も上昇(③)。しかし、米

小売売上高発表を受け、ドル/円主導で円高が進行するのに伴い、NZドル/円も下落した

(④)。 

1/15 
Friday 

メルケル独首相辞任の噂やジャマイカが実質上の債務不履行に陥ったことが報じられ、ユー

ロ/円が夜にかけて下落するのに伴い、クロス円が軒並み下落。NZドル/円はほぼ10日ぶり

安値66.78円を記録した(⑤)。 

上昇要因（NZドル高・円安） 下落要因（NZドル安・円高） 

NZドル/円 1/11～15の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・NZの金利先高観  

・日本の政局の混迷 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① ② 

③ 
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  今週のNZドル/円は、ユーロ/円を中心とする下落基調のクロス円に上値を抑えられる可能性がありそう

だが、今週のNZの重要指標の発表を受けてNZ中銀による早期利上げ観測が強まれば、底堅く推移しそう

だ。       

  NZ中銀は今年半ばから政策金利の引き上げを開始する可能性を明言しており、現在2.5％の政策金利は

６月末には3.25％、９月末には3.75％に引き上げられる公算となっており、NZドル相場を強く下支えしてき

た。ただ、豪ドル/円と同様、NZドル/円の上昇が持続するためには、主要国株価やドル/円、ユーロ/円が

安定的に推移することも必要不可欠である。目先、これらの強い推移は期待しづらく、どちらかと言えばNZ

ドル/円の上値を抑える方向に作用しやすそうだ。 

  一方、今週は20日にNZ第４四半期消費者物価指数、21日にNZ11月小売売上高の発表が予定されてい

る。いずれもNZ中銀の利上げ時期を占う上で非常に重要な材料であり、NZ中銀による早期利上げ観測が

強まれば、NZドルは底固さが増す一方、早期利上げ観測が後退すれば、NZドルはやや軟調な推移が予想

される。                                                                                                            

                                                                                                      （予想レンジ：65.50～68.50円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 1/15週足引値：67.02円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

NZD/円は44.1/15円（2009/02/02安値）から上昇し、69.69円（2009/10/23高値）まで見ているが、今後はこ

の高値を更新して上昇するのか、もしくは60円を割り込んで下落する動きとなるかが焦点となる。 

NZD/円は1/8に68.67円の高値を見たが、その後、先週は調整で下落している。取引値は20日線（66.46円、

1/15）、60日線（65.51円、1/15）を上回って推移している。 

ボリンジャーバンドは1/15現在、上限：69.62円～下限：63.30円であり、上限は若干上昇し、下限も上昇する

中で、バンド幅は縮小している。 

ここから先、上昇余地はどれだけあるのか計り知れないが、上昇に息切れ感が見られると調整圧力が高ま

るとも見られ、引き続き警戒は必要だと思われる。 

上値ポイントは、10/23高値の69.69円であり、これを上回ることができるかどうかが大きな焦点になる。下

値ポイントは、上記記載の20日線と60日線である。 

http://gaitamesk.com 
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ZAR/ JPY 

1/11 
Monday 

10日の中国12月貿易統計の発表を受け、リスクを取ることに積極的な動きが強まり、円売り・

外貨買いが活発化。ランド/円は12.61円まで上昇した(①)が、12.60円付近では伸び悩んだ。 

1/12 
Tuesday 

中国人民銀行の預金準備率引き上げを受け、豪ドル/円が急落するのに伴い、円が主要通

貨に対して上昇。ランド/円は２週間ぶり安値12.15円を記録した(②)。 

1/14 
Thursday 

13日から14日夜にかけてはクロス円が軒並み上昇するのに伴い、ランド/円も14日夜に12.40

円まで上昇したが、米小売売上高発表を受けてドル/円主導で円高が進行するのに伴い、ラ

ンド/円も下落した(③)。 

1/15 
Friday 

メルケル独首相辞任の噂やジャマイカが実質上の債務不履行に陥ったことが報じられ、ユー

ロ/円が夜にかけて下落するのに伴い、クロス円が軒並み下落。ランド/円も下落した(④)。 

上昇要因（ランド高・円安） 下落要因（ランド安・円高） 

ランド/円 1/11～15の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇・資源価格の上

昇(南アは資源国) 

・新興国への投資の機運の強まり 

・日本の政局の混迷 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の減速 

・資源価格の下落 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 
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  今週のランド/円は、12.15- 12.30円を中心にもみ合う展開となりそうだ。５日移動平均が上値を抑える格好

となっている一方、30日移動平均線がサポートラインの目安として意識される。ただ、ドル/円が上値を切り

下げ、ユーロ/円も下落が続く中、ランド/円も上値余地よりも下値余地を警戒する必要があるだろう。 

  20日には南ア小売売上高の発表が予定されているが、南アの経済指標がランド相場に与える影響は通

常かなり小さく、ドル/円やユーロ/円、主要国株価の推移がカギとなる。一方、小沢民主党幹事長の不正資

金疑惑による政局の混迷が円売り材料視される可能性もあり、相場のセンチメントの推移に注意していきた

い。 

 

                   （予想レンジ：11.97～12.45円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

ZAR/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●ZAR/JPY 1/15週足引値：12.24円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

先々週の南アランド/円は直近高値の12.67円を1/4に見た。その後先週は調整で下落となっている。 

取引値は20日線（12.28、1/15）と交錯し、60日線（11.99円、1/15）や200日線（11.87円、1/15）を上回っての

推移となっている。ボリンジャーバンドは1/15現在、上限：12.81円～下限：11.75円であり、上限は横這い、

下限は上昇の中、バンド幅は尐し縮小で推移している。 

1/4週の上昇は強いものとなったが、上昇後に高値を更新する勢いが薄いのが気になるところである。年末

年始の市場における仕掛け的な動きと言えるかもしれない。目先は下落しづらいのかもしれないが、下落

する相場に対しての注意は怠らずにいきたい。下値ポイントは60日線のある12.00円近辺である。 

http://gaitamesk.com 
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経済指標カレンダー 

（1/18～20） 

1/18 ――
(月）13:00 (日) 11月鉱工業生産・確報 [前月比] +2.6％ ――

13:00 (日) 11月鉱工業生産・確報 [前年比] -3.9％ ――
1/19 14:00 (日) 12月消費者態度指数 39.9 ――
(火）17:30 (香港) 12月失業率 5.1％ ――

18:30 ○ (英) 12月消費者物価指数 [前月比] +0.3％ +0.2％
18:30 ○ (英) 12月消費者物価指数 [前年比] +1.9％ +2.5％
18:30 (英) 12月小売物価指数 [前月比] +0.3％ +2.1％
19:00 ◎ (独) 1月ZEW景況感調査 50.4 50.0
19:00 (ユーロ圏) 1月ZEW景況感調査 48.0 ――
19:00 (ユーロ圏) 11月建設支出 [前月比] -0.6％ ――
22:30 (加) 12月景気先行指数 [前月比] +1.3％ +1.0％
23:00 ○ (加) 加中銀政策金利発表 0.25％ 0.25％
23:00 ○ (米) 11月対米証券投資 [ネット長期フロー]+207億USD+300億USD
23:00 ○ (米) 11月対米証券投資 [ネットフロー合計]-139億USD――
27:00 (米) 1月NAHB住宅市場指数 16 17

1/20  6:45 ○ (NZ) 第4四半期消費者物価 [前期比] +1.3％ ――
(水）  6:45 ○ (NZ) 第4四半期消費者物価 [前年比] +1.7％ ――

 8:50 (日) 11月第3次産業活動指数 [前月比]+0.5％ +0.2％
16:00 (独) 12月生産者物価指数 [前年比] -5.9％ -5.1％
18:30 ○ (英) BOE議事録 ―― ――
18:30 ○ (英) 12月失業率 5.0％ 5.0％
18:30 ○ (英) 12月失業保険申請件数 -0.63万件±0.0万件
18:30 (南ア) 11月実質小売売上高 [前年比] -6.5％ -5.0％
21:00 ○ (加) 12月消費者物価指数 [前月比] +0.5％ +0.2％
21:00 ○ (加) 12月消費者物価指数 [前年比] +1.0％ +1.9％
22:30 ○ (米) 12月生産者物価指数 [前月比] +1.8％ ±0.0％
22:30 ○ (米) 12月生産者物価指数 [コア：前月比]+0.5％ +0.1％
22:30 ○ (米) 12月生産者物価指数 [前年比] +2.4％ +4.4％
22:30 ○ (米) 12月生産者物価指数 [コア：前年比]+1.2％ +1.0％
22:30 ◎ (米) 12月住宅着工件数 57.4万件 57.5万件
22:30 (米) 12月建設許可件数 58.4万件 58.0万件

米国休場(キング牧師誕生日)

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 
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経済指標カレンダー 

（1/21～22） 

※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 

1/21  6:45 ○ (NZ) 11月小売売上高指数 [前月比]+0.0％ ――
(木)11:00 ◎ (中) 第4四半期実質GDP [前年比] 8.9％ 10.5％

11:00 ○ (中) 12月生産者物価指数 [前年比] -2.1％＋0.7％
11:00 ○ (中) 12月消費者物価指数 [前年比] +0.6％＋1.4％
11:00 ○ (中) 12月小売売上高 [前年比] 15.8％16.3％
11:00 ○ (中) 12月鉱工業生産 [前年比] 19.2％19.6％
14:00 (日) 11月景気動向指数・改訂値 [先行CI指数]91.2 ――
14:00 (日) 11月景気動向指数・改訂値 [一致CI指数]95.9 ――
17:30 (香港) 12月消費者物価指数 [前年比]+0.5％ ――
18:00 (ユーロ圏) ECB月例報告 ―― ――
18:30 (英) 12月マネーサプライM4・速報 [前年比]+9.2％ ――
22:30 ○ (米) 1/17までの新規失業保険申請件数44.4万件44.0万件
22:30 (加) 11月卸売売上高 [前月比] +0.3％+0.3％
24:00 ○ (米) 1月フィラデルフィア連銀景況指数 20.4 18.0
24:00 (米) 12月景気先行指数 [前月比] +0.9％+0.7％

1/22  9:30 (豪) 第4四半期輸入物価指数 [前期比] -3.0％ ――
(金)13:30 (日) 11月全産業活動指数 [前月比] +1.2％+0.2％

18:30 ○ (英) 12月小売売上高指数 [前月比] -0.3％+1.3％
18:30 ○ (英) 12月小売売上高指数 [前年比] +3.1％+3.2％
22:30 ○ (加) 11月小売売上高 [前月比] +0.8％+0.3％

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 

1/19 
Tuesday 

シティ・グループ、ＩＢＭ 

1/20 
Wednesday 

ステート・ストリート、ノーザン・トラスト、バンク・オブ・ニューヨーク・メロン、モルガ

ン・スタンレー、ウェルズ・ファーゴ、バンク・オブ・アメリカ 

1/21 
Thursday 

ゴールドマン・サックス、グーグル 

1/22 
Friday 

ゼネラル・エレクトリック 

米主要企業決算の発表予定 


